
2広報ねやがわ
平成 30年４月号

選
ば
れ
続
け
る

「
魅
力
あ
る
ま
ち
」
と 

な
る
た
め
に

　

市
長
就
任
以
来
、
市
民
に
暮
ら
し

が
良
く
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
・
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、「
命
を
守
る
」

こ
と
を
基
本
と
し
、
将
来
の
人
口
減

少
に
も
対
応
す
る
た
め
、
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」「
救
命
救
急

体
制
、
防
災
対
策
の
強
化
」
に
重
点

を
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
は
、

本
市
が
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
、
着
実
に
そ
の

成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
、
本
市
内

で
大
変
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
痛
恨

の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
行
政
と
し
て

何
を
す
べ
き
な
の
か
不
断
に
問
い
続

け
、
市
一
丸
と
な
っ
て
安
全
で
安
心

な
ま
ち
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
28
年
６
月
、
私
は
中
核
市
を

目
指
す
こ
と
を
表
明
い
た
し
ま
し

た
。
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
大

き
く
推
進
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

組
織
体
制
の
改
革
、
都
市
格
の
向
上

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。

　

本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
内

外
の
皆
様
か
ら
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る

ま
ち
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

各
方
面
か
ら
の
御
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
サ
ク
ラ

☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
市
内
外
の

人
々
を
結
ぶ
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
２
回
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
市
の
特
長
的
な

施
策
・
事
業
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
も
ま
た
、
日
本
各
地
で
風
水

害
や
地
震
に
よ
る
被
害
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
本
市
に
は
地
域
活
動
が
活
発

で
あ
る
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。

日
本
一
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い

く
た
め
に
は
、そ
の
強
み
を
い
か
し
、

社
会
全
体
で
地
域
を
見
守
る
体
制
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

進
行
す
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
、
公
共
施
設
等
の
一
斉
更
新
時
期

の
到
来
な
ど
の
非
常
に
厳
し
い
課
題

を
乗
り
越
え
、
選
ば
れ
続
け
る
都
市

と
な
る
た
め
、
市
民
の
声
を
一
つ
一

つ
丁
寧
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、

戦
略
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
寝
屋
川

市
を
「
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
」
に
す

る
た
め
の
挑
戦
を
続
け
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
飛
躍
の
と
き

　

平
成
30
年
度
は
、
私
が
所
信
表
明

で
お
約
束
し
た
こ
と
を
完
成
さ
せ
、

市
民
の
皆
様
に
そ
の
成
果
を
実
感
し

て
い
た
だ
く
年
度
と
し
て
、
ま
た
、

平
成
31
年
度
の
中
核
市
へ
の
移
行
に

向
け
た
年
度
と
し
て
、
今
こ
そ
、
飛

躍
す
る
と
き
で
あ
り
ま
す
。

　
「
政
治
は
暮
ら
し
で
あ
る
」
と
い

う
信
念
に
基
づ
き
、
寝
屋
川
市
が
持

て
る
全
て
の
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
職
員
と
と
も
に
、
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

2

基本方針
◦安全・安心の基盤を固める

◦�確かな未来のための『子育て・教
育』を築き上げる

◦�ゆとりやにぎわい、潤いのあるまちへ

◦�市民が愛着と誇りをもつ洗練された
まちへ

市
政
運
営
方
針

平
成30年度

　平成30年３月市議会定例会で
北川市長が発表しました。
　全文は市ホームページ「企画政
策課」で見ることができます。

問　企画政策課

「中核市への移行」と
「笑顔が広がるまちの
実現」に向けた挑戦



33 広報ねやがわ
平成 30年４月号

健
康
・
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

主
要
な
施
策
・
事
業

平
成30年度

　

中
核
市
移
行
に
伴
う
市
保
健
所
設
置
に

向
け
、施
設
改
修
な
ど
の
環
境
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
　
）内
は
当
初
予
算
額

市
保
健
所
の
設
置
に

向
け
た
取
り
組
み

（
１
億
１
４
３
６
万
円
）

待
機
児
童 

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ
ン
の
推
進

（
２
億
１
７
４
２
万
円
）

（
仮
称
）福
祉・子
育
て
安
心

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
の
開
設

（
４
０
０
万
円
）

軽
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
用
な
ど
の
助
成

（
１
９
０
万
円
）

子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
の

開
設

（
３
億
８
１
０
５
万
円
）

子
ど
も
を
守
る
位
置
情
報（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）サ
ー
ビ
ス
の
運
用

（
１
５
４
１
万
円
）

　

高
齢
者
介
護
・
障
害
者
福
祉
や
子
育
て

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
24
時
間
３
６
５

日
受
け
付
け
、
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

専
用
電
話
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

難
聴
児
の
健
全
な
発
育
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、軽
度
を

含
む
難
聴
児
に
対
し
て
補
聴
器
の
購
入・修
理
、電
池
交
換
費
用
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
へ
の
更
な
る
支
援
の
充
実

の
た
め
、
子
ど
も
室
内
遊
び
ス
ペ
ー
ス
や

一
時
預
か
り
な
ど
、
子
ど
も
と
保
護
者
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
「
子
育
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
館
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

児
童
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
市
立
小
学
校
１
年
生
に
通
信
端
末
を
配
布

し
、
保
護
者
の
携
帯
端
末
な
ど
か
ら
子
ど
も
の
現
在
位
置
が
確
認
で
き
る
位
置
情
報

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

子
ど
も
を
守
り
育
て
る
環
境
づ
く
り

　

年
間
を
通
じ
た
待
機
児
童
の
解
消
を
目

指
す
た
め
、
引
き
続
き
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た

に
潜
在
保
育
士
の
就
労
促
進
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。



4広報ねやがわ
平成 30年４月号 4

平成30年度 主要な施策・事業

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

自
助
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
災
マ
ッ
プ
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
国
民
保

護
、
発
災
時
の
対
処
法
な
ど
の
情
報
を
取
り
ま
と
め
た
防
災
冊
子
を
作
成
し
、
全
戸
配
布

し
ま
す
。

　

管
理
不
全
な
空
き
家
な
ど
の
除
却
費
用

を
補
助
し
、
更
地
と
な
っ
た
跡
地
の
活

用
、
流
通
を
促
進
し
ま
す
。

冊
子「（
仮
称
）命
を
守
る
ね
や
が
わ
防
災
」の
作
成
、

全
戸
配
布（
３
３
６
２
万
円
）

落
ち
葉
の
資
源
化
（
72
万
円
）

非
常
用
食
料
な
ど
の
充
実

（
５
０
９
１
万
円
）

空
き
家
の
除
却
費
の
補
助

（
２
５
０
万
円
）

三
世
代
隣
居
・
近
居
・
同
居

世
帯
へ
の
住
宅
購
入
費
な

ど
の
補
助（
８
０
０
万
円
）

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
備

蓄
物
資
を
市
立
全
小
・
中
学
校
に
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
全
て
の
避
難
所
へ
新
た
に

備
蓄
物
資
を
配
備
し
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
の
充
実
、
市
内
定
住
や
流

入
の
促
進
を
図
る
た
め
、
子
育
て
世
代
と

そ
の
親
世
代
が
市
内
に
隣
居
、
近
居
す
る

た
め
の
住
宅
購
入
費
な
ど
を
補
助
し
ま

す
。

　

犯
罪
抑
止
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
平

成
32
年
度
ま
で
に
市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
総
数
２
０
０
０
台
の
目
標
達
成
に
向

け
、
自
治
会
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費

用
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
通

学
路
な
ど
の
危
険
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ

２
４
０
台
を
設
置
し
ま
す
。

　

各
自
治
会
な
ど
の
清
掃
活
動
で
出
さ
れ
た
落
葉
を
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
循

環
型
社
会
の
推
進
と
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

（
８
０
０
万
円
）



55 広報ねやがわ
平成 30年４月号

平成30年度 主要な施策・事業

生く
ら
し活
や
す
さ
が
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
わ
い
の

ま
ち
づ
く
り

　

市
公
式
ア
プ
リ
を
、
よ
り
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
、
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

で
の
一
時
預
か
り
保
育
の
予
約
な
ど
、
ア

プ
リ
の
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

夏
休
み
に
子
ど
も
が
安
心
し
て
水
に
親
し
み
、
水
遊
び
が
で
き
る
よ
う
、
期
間
限
定

で
小
学
校
の
校
庭
な
ど
に
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
簡
易
プ
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
負
担
軽
減

（
３
億
１
０
０
０
万
円
）

テ
レ
ビ
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

広
告
の
実
施

（
１
３
９
８
万
円
）

市
公
式
ア
プ
リ
の
機
能
強
化

（
２
６
７
万
円
）

（
仮
称
）寝
屋
川
版
プ
ー
ル
ズ
事
業
の
実
施（
２
０
０
０
万
円
）

ビ
デ
オ
通
話
相
談
窓
口
の

拡
充（
１
０
２
万
円
）

サ
ク
ラ
☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進（
２
０
９
４
万
円
）

　

窓
口
で
の
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
ビ
デ
オ
通
話
、
多
言
語
翻
訳
、
音
声

文
字
変
換
な
ど
の
ア
プ
リ
機
能
を
活
用
す

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
全
シ
テ
ィ
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
し
ま
す
。

　

桜
を
テ
ー
マ
に
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
植

樹
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業
な
ど
を
引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
広
域
化
に
よ
る
保
険
料
率
の
上
昇
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
運
営

安
定
化
基
金
を
活
用
し
、
保
険
料
率
を
据
え
置
く
な
ど
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

市
の
魅
力
、イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
伝
え
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン
動
画
を
制
作
し
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
告
や
テ
レ
ビ
を

活
用
し
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、市
の
認
知

度
や
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

用語解説
∧
国
民
健
康
保
険
広
域
化
∨

　

平
成
27
年
５
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
都
道
府

県
を
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
、
国
民
健
康

保
険
運
営
の
安
定
化
を
図
る
も
の
で
す
。



66広報ねやがわ
平成 30年４月号

　平成30年度当初予算案が３月市議会
定例会で審議され、可決されました。
　暮らしが良くなったと実感してもらえる
施策・事業の積極的な推進を図るなど、「笑
顔が広がるまち　寝屋川」の実現を目指し
た予算編成としました。

問　財政課

　

一
般
会
計
は
８
３
６
億
９

０
０
０
万
円
で
、
新
ご
み
処

理
施
設
建
設
事
業
の
完
了
な

ど
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
予

算
か
ら
74
億
４
０
０
０
万
円

減
少
し
て
い
ま
す
。
特
別
会

計
は
５
０
２
億
５
７
０
０
万

円
（
対
前
年
度
73
億
６
５
０

０
万
円
減
）、
公
営
企
業
会

計
は
１
８
１
億
２
９
０
０
万

円
（
対
前
年
度
２
億
３
１
０

０
万
円
増
）
と
な
り
、
予
算

総
額
は
１
５
２
０
億
７
６
０

０
万
円
で
、
対
前
年
度
１
４

５
億
７
４
０
０
万
円
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成30年度 一般会計予算

8 3 6 億 9 , 0 0 0 万円

2,916

836億 9,000万円836億 9,000万円

10,764

市　税市　税 28,69728,697 民生費民生費 46,014

議会費など議会費など

総務費総務費 5,745

教育費教育費 6,331

土木費土木費

衛生費衛生費 4,195

消防費消防費

6,792公債費公債費

産業経済費産業経済費

664664

269269

諸収入諸収入

地方消費税
交付金など
地方消費税
交付金など

3,8153,815

4,8414,841

市　債市　債 6,3946,394

地方交付税地方交付税 10,68010,680

国・府支出金国・府支出金 26,77026,770

分担金及び
負担金など
分担金及び
負担金など 2,4932,493

市債の元利償還など市債の元利償還など

道路・下水路・公園の
建設・管理など
道路・下水路・公園の
建設・管理など

枚方寝屋川消防組合負担金や
消防団など
枚方寝屋川消防組合負担金や
消防団など

ごみ・し尿の処理、健康増進などごみ・し尿の処理、健康増進など

議会の運営など議会の運営など

戸籍や住民登録、
市役所の内部経費など
戸籍や住民登録、
市役所の内部経費など

幼稚園、小・中学校、図書館など幼稚園、小・中学校、図書館など

商業・工業・農業の振興など商業・工業・農業の振興など

市民税や固定資産税など市民税や固定資産税など

地方公共団体が等しく事務を行える
ように国から交付されるお金
地方公共団体が等しく事務を行える
ように国から交付されるお金

公共施設の整備などのため、
借り入れるお金
公共施設の整備などのため、
借り入れるお金

国や府からの補助金など国や府からの補助金など

一般会計予算の内訳

歳　出歳　入
単位：百万円単位：百万円

高齢者・児童・障害者の
福祉、生活保護など

特別会計

国 民 健 康 保 険 264億7,100万円（23.5％減） 

介 護 保 険 203億8,900万円（3.6％増） 

後 期 高 齢 者 医 療 32億9,600万円（4.9％増） 

公共用地先行取得事業 1億100万円（54.9％減）

会計別当初予算額（前年度比）

公営企業
会計

水 道 事 業 54億3,800万円（6.0％減）

下 水 道 事 業 126億9,100万円（4.8％増）

全会計予算総額 1,520 億 7,600 万円


